


「その朝に起きたことこ毛自分の処女作の主題にすべきたった」

10年ぶりに母国ヘ帰還した名匠ルイ"-::tJレがその朝の記憶を長以、映画こした。

解説

ルイ・マル監督。 rヌーヴェル・ヴァーグの発火

点』ともいわれる、フランス映画史にその名をふ

かく刻む名匠。その後1977年以来、アメリカに居

を移し創作をつづけてきたルイ・マルが、 10年ぶ

りにフランスに帰り撮った作品がこの「さよなら

子供たち』である。

久々のフランス映画として、名匠が選んだ作品

は、彼自身が『その朝、おそらく私は映画監督に

なろうとしたのだった。J rこの出来事をこそ自分

の処女作の主題にすべきだった。J と踊る、彼の少

年時代の体験に基づく物騒だった。ナチス占領下

の寄宿学校に暮らす少年たちのピュアな友情と感

情のゆれ、そしてナチスの暴戻なユダヤ人政策が

おとすくらい陰、きえることのない怖さを、あま

り大声でない語り口で語っている。

10年ぶりに母国に帰って製作されたこの作品は、

欧州を静かだがふかい感動と、涙で包んだ。 1987

年、第44回ヴェネチア映画祭金獅子賞(グランプ

リ)の受賞。さらにフランス本国においてもその

年のセザール賞では、作品質協ま幼魁主要J 宮~~9で

最優秀賞を受賞している。

ふたりの少年、ジュリアンをガスパール・マネ

ッス、ポネをラファエル・フェジトが演じている。

ともに12才、映画初出演。ルイ・マルはこの二人

のキヤスティングに最も神経をつかった。自分の

記憶を呼びおこし、イメージを重ね、何か月もか

けひろく公募し、通学路で捜し歩き、雛航のすえ

に決定したという。ポネ役の少年は12才ながらす

でに著書をもっ早熟な作家でもある。

繊細だが力を秘めた映像は名キャメラマン、レ

ナート・ペルタ。この作品で包ザール賞掻優秀撮

影賞を受賞している。

ストーリー

た靭のことをジュリアンは今も鮮明に覚えている。

それは40年以上の前の朝だった。 1944年。フラ

ンスはナチスの占領下にあった。 12才の少年ジユ

リアンは、フォンテーヌブローの寄宿学校の生徒。

クレバーだが、時々おねしょをしてしまう、まだま

だママにあまえていたい年頃の可愛い子供だった。

ジュリアンにとって、同じクラスに転入してき

たジャン・ポネは気になる存在になった。成績は

L叫、し、ちょっと縫めいている。ある時、ジュリ

アンは彼の本を盗み見してしまう。そこにあった

「キペルシュタインJ という署名がさらに謎をふか

めていくようだった。

占領下の寄宿学校というデリケートな社会のな

かで、ふたりの少年は多感な日々を過ごした。わ

ざとユダヤ人をからかうようなことを雷い、争っ

た。父兄参観日に、両親の来ないポネを家族との

食事に誘った。夜の森に迷いこんだ。音楽室のピ

アノで大人びたジャズの曲を弾いた。深夜、隠れ

て艶つ l郡、物語も読んだ。無邪気な男の子が大人

の世界の入口に小さな指をかけている、そんな日

々のなかでいつも消えることのなかった不安が、

ある日、彼報m小さな社会を穫った…。
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